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2017年（Vol. 33）特集のご案内
No. ①   開かれた透析医療

― Integrated Careの具現化
No. ②  CKD貧血ガイドライン

―二度の改訂を巡って
No. ③  透析医療に携わる看護職の人材育成と

チーム創り
No. ④  透析患者の薬剤処方

―ポリファーマシーを考える〔特大号〕
No. ⑤  オンライン HDF―展開と課題
No. ⑥  創造する透析医療―新たなmodalityへ

の期待と課題〔特大号〕

No. ⑦  〔増刊号〕透析患者の侵襲性治療
No. ⑧ 予後改善を目指した透析医療
No. ⑨  透析医療における情報技術の進歩・展

開
No. ⑩  維持透析患者の喪失感―理解・克服へ

の支援
No. 11  開かれた CKD看護の模索―意思決定

を支援する
No. 12 透析患者向け治療食の最先端

（既刊は○）

編　集　後　記

　生を得て老・病・死の過程を歩む私どもは何ぴ
とも，何かを失うが同時に何かを得るという生活
を営み続けている．腎不全で血液透析を受けるこ
とになった人であれば，通常週 3回・1回 4時間
の時間的な拘束を余儀なくされる．このことはそ
の人の職務に影響を与えて，仕事の質量の変更を
きたさざるをえないことがありえよう．そのほか
にも食生活上の制限や服薬の順守等々，このグル
ープの人々は数々の禁止や奨励の諸事項を押し付
けられる．
　そのうえに個々の患者は，医療者が捉えにくい，
それぞれで異なる内的な悩みを抱え込んでいる．
しかし，現在，わが国で約 32万人もの透析患者
が治療を受け続けているという事実は，彼らが辛

い現実に直面しながらもしぼむ心に鞭うちつつ，
新たな生活を切り開いていったからであろう．透
析生活を送りながら生き生きと過ごす患者を見聞
することは決して稀有ではなく，脱帽する思いに
なることがある．つまり，私どもの生活は種々雑
多な喪失・その故の喪失感に苛まされながらも，
一方で，これに直接的・間接的な影響を受けて何
かを逞しく獲得もしているのであろうと感じるの
である．喪失を補うにふさわしい獲得を得ている
か否かが，透析患者の日々の生活の基調を決定す
るのではあるまいか．この特集では，その支援に
透析スタッフとして何に取り組むべきかを識者に
考察していただいた．
 （大平整爾）
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